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第１１回教育委員会会議録 

 

１日   時 平成２６年１０月２４日（金）開 会：１０時００分 

                     閉 会：１２時００分 

２場   所 周南市毛利町２丁目２番地 

       教育委員会 ２階 会議室 及び 委員会室 

３出 席 委 員 池永博委員長 月谷慈寛委員 松田敬子委員 片山研治委員 村田正樹教育長 

４説明のため 教育部長 教育政策課長 生涯学習課長 人権教育課長 学校教育課長 学校給食課長  

出席した者 中央図書館長 新南陽総合出張所次長代理（久樂課長補佐） 熊毛総合出張所次長 

鹿野総合出張所次長 

５書   記 教育政策担当主幹 

６議事日程等 

日程順位 件    名 

１ 会議録署名委員の指名について 

２ 報告第５０号 教育委員会の権限に係る人事の報告について 

３ 議案第３８号 周南市立小中学校施設整備及び改修工事の計画の策定について 

４ 議案第３９号 周南市勝間ふれあいセンター条例施行規則の一部を改正する規則制定について 

５ 議案第４０号 周南市三丘徳修館条例施行規則の一部を改正する規則制定について 

６ 議案第４１号 周南市高水ふれあいセンター条例施行規則の一部を改正する規則制定について 

７ 議案第４２号 平成２６年度（平成２５年度対象）教育委員会の点検・評価報告書の提出について 

７ 委員会協議会 ⑴ １１月の教育委員会の共催及び後援大会等一覧について 

        （報告者：教育政策課→生涯学習課→人権教育課→学校教育課） 

                            ⑵ ナベヅル渡来情報について（生涯学習課） 

 ⑶ 市立図書館年報（平成 25 年度）について（中央図書館） 

 ⑷ 「第２回図書館フィルコンサート」「吉田豊トリオ＆Raymond McMorrin」について 

                                       （中央図書館） 

          ⑸ 生徒逮捕に関する経過報告（学校教育課） 

         ⑹ 職員逮捕に関する経過報告（教育政策課） 

                  ⑺ 市教育委員会表彰について（教育政策課） 

⑻ 市町村教育委員会研究協議会（第２ブロック）出張報告（池永委員長） 

 



 2 

委員長   ただ今から「平成２６年第１１回教育委員会定例会」を開催いたします。 

議事日程に従いまして、進めたいと思います。 

日程第１、「会議録署名委員の指名について」、指名いたします。 

本日の会議録署名委員は、「松田委員さんと片山委員さん」にお願いします。 

続いて、日程第２、報告第５０号「教育委員会の権限に係る人事の報告について」を議題

とします。 

この件について、教育政策課から説明をお願いします。 

教育政策課長   議案書の１ページ、報告第５０号「教育委員会の権限に係る人事の報告について」ご説明

いたします。 

教育委員会事務局職員のうち、課長補佐級以上の職員及び指導主事並びに園長及びその他

の教育機関の長の任免及び身分の取扱いに関することは、周南市教育委員会教育長に対する

事務委任等に関する規則第２条第８号の規定により、教育委員会の権限とされておりますが、

教育長が代決いたしましたので、同規則第３条第２項に基づき、報告いたします。 

           次のページをお願いいたします。 

平成２６年１０月６日付の人事異動でございますが、地域拠点施設として、周南市大道理

夢求の里交流館が、１０月６日より供用開始されておりますが、向道支所がこの施設に移転

することに伴い、支所に併設されておりまし大道理公民館が廃止されております。 

このため、教育部向道出張所長兼大道理公民館長兼大向公民館長であった井上向道出張所

長の職名の内、大道理公民館長について解くものでございます。 

以上で、報告を終わります。 

委員長      何か質問がございますか。よろしいでしょうか。 

それでは、報告第５０号を承認いたします。 

続いて、日程第３、議案第３８号「周南市立小中学校施設整備及び改修工事の計画の策定

について」を議題とします。 

この件について、教育政策課から説明をお願いします。 

教育政策課長   議案書３ページ、議案第３８号「周南市立小中学校施設整備及び改修工事の計画の策定に

ついて」ご説明いたします。 

提案理由につきましては、周南市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則第２

条第１０号により、１件１千万円を超える工事の計画を策定することは、教育委員会の権限

とされておりますことから、お諮りするものでございます。 

工事につきましては、合計２４件の耐震改修工事に関するもの、学校施設の改修工事に関

するもの、解体工事に関するものとなっております。 

耐震改修工事につきましては、いずれも主体工事とともに電気設備や機械設備の工事を行

うもので、平成２７年度末の耐震完了を目指して、残りの校舎、屋体について耐震化を行う

もので、工期は平成２８年３月までとしております。 

また、耐震化工事を含む２４件の工事すべて、契約方法として条件付き一般競争入札で行

うこととしております。 

それでは、議案書に従い順に、工事名並びに予算額を申し上げます。 

まず、議案書４ページ、１件目は今宿小学校教室棟（№１８）及び屋体（№２２）の耐震

改修工事につきましては、予算として、２億３，１３９万円を予定しております。 
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５ページ、２件目の菊川小学校教室棟（№１）耐震改修工事は、予算として、６，７４２

万円を予定しております。 

６ページ、３件目の久米小学校屋体（№１３）耐震改修工事は、予算として、１億７，２

２３万円を予定しております。 

７ページ、４件目の夜市小学校屋体（№８）耐震改修工事は、予算として、１億４，２９

０万円を予定しております。 

８ページ、５件目の秋月小学校屋体（№３）耐震改修工事は、予算として、１億６，７５

１万円を予定しております。 

９ページ、６件目の遠石小学校教室棟（№２－１，２－２）耐震改修工事は、予算として、

２億４，１４１万円を予定しております。 

１０ページ、７件目の徳山小学校教室棟（№２，３，４）耐震改修工事は、予算として、

２億４，６４０万円を予定しております。 

１１ページ、８件目の櫛浜小学校教室棟（№１－１，１７）耐震改修工事は、予算として、

２億２，２１７万円を予定しております。 

１２ページ、９件目の戸田小学校管理教室棟（№１）耐震改修工事は、予算として、１億

３，５３０万円を予定しております。 

１３ページ、１０件目の岐山小学校教室棟（№１０，１３）耐震改修工事は、予算として、

１億３，４９２万円を予定しております。 

１４ページ、１１件目の大津島小学校教室棟（№１，２８）耐震改修工事は、予算として、

９，０３７万円を予定しております。 

１５ページ、１２件目の桜木小学校管理教室棟（№１）教室棟（№２）耐震改修工事は、

予算として、２億３，０９５万円を予定しております。 

１６ページ、１３件目の富田西小学校教室棟（№１８－１，１８－２）耐震改修工事は、

予算として、６，４６６万円を予定しております。 

１７ページ、１４件目の福川南小学校屋体（№４－１，４－２，４－３）耐震改修工事は、

予算として、１億２，１２５万円を予定しております。 

１８ページ、１５件目の八代小学校管理特別教室棟改築工事は、現在の管理特別教室棟が、

老朽化で耐震改修が困難であることから、改築を行うものです。予算として、１億９，６０

７万円を予定しております。 

１９ページ、１６件目の菊川中学校管理特別普通教室棟（№１９－１，１９－２）耐震改

修工事は、予算として、１億６，００５万円を予定しております。 

２０ページ、１７件目の周陽中学校屋体（№７）耐震改修工事は、予算として、１億６，

６１４万円を予定しております。 

２１ページ、１８件目の周陽中学校普通教室棟（№２）耐震改修工事は、予算として、８，

９２０万円を予定しております。 

２２ページ、１９件目の鼓南中学校特別普通教室棟（№１－１）耐震改修工事は、予算と

して、６，９９１万円を予定しております。 

２３ページ、２０件目の岐陽中学校特別教室棟（№６－１，６－２）耐震改修工事は、予

算として、８，７５６万円を予定しております。 

２４ページ、２１件目の桜田中学校管理特別普通教室棟（№１６）耐震改修工事は、予算

として、１億９，８７０万円を予定しております。 
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次に、耐震改修以外の改修工事について、ご説明いたします。 

２５ページ、２２件目の夜市小学校プール改修工事は、プール底の防水シートが膨らむ事

象が発生しており、本年度のプール授業は終了しておりますが、来年度のプール授業に支障

をきたさないよう改修工事を実施するものでございます。工事内容としては、プール槽の防

水シートの張替で、工期は平成２７年３月までを予定しており、予算として、１，５００万

円を予定しております。 

２６ページ、２３件目の夜市小学校管理教室棟防水改修工事は、屋根防水工事で、８月５

日に多量の雨漏りが発生したことから調査したところ、屋上の防水シートの一部がはがれて

いるのが発見されました。雨漏りにより授業に支障がないよう改修工事を実施するものです。

工事内容としては、屋根防水シート約１，１２０㎡の張替で、工期は平成２７年３月までを

予定しており、予算として、２，０００万円を予定しております。 

最後、２７ページ、２４件目の熊毛中学校旧屋体及び旧熊毛学校給食センター解体外工事

は、改築が完了しました熊毛中学校の屋体の旧屋体及び、平成２６年４月に完成した熊毛学

校給食センターの旧熊毛学校給食センターの解体に関するもので、工事の内容といたしまし

ては、屋体解体、部室解体、給食センター解体のほか、給食センターの解体に伴って解体さ

れる暖房用の灯油を補完する油庫の新設や、敷地舗装などとなっております。 

なお、解体後は駐車場が不足していることから、駐車場として活用することとしておりま

す。 

工期は平成２７年３月までを予定しており、予算として、４，８３１万円を予定しており

ます。 

以上でございます。よろしくご審議、ご決定いただきますようお願いいたします。 

委員長   ２４件ございましたが、何か質問がございますか。 

片山委員  耐震工事がほとんどですが、耐震改修機械設備工事の機械とはどのようなものでしょうか。 

教育政策課長  トイレですとか配管に関することは、機械設備ということでやっております。給水、給湯

関係も含んでおります。 

委員長   よろしいでしょうか。 

それでは、議案第３８号を決定いたします。 

続いて、日程第４、議案第３９号「周南市勝間ふれあいセンター条例施行規則の一部を改

正する規則制定について」ですが、ここでお諮りします。 

次の、日程第５、議案第４０号「周南市三丘徳修館条例施行規則の一部を改正する規則制

定について」、日程第６、議案第４１号「周南市高水ふれあいセンター条例施行規則の一部を

改正する規則制定について」は、いずれも施設の「使用許可申請書」等の様式の変更に関す

る同様な議案ですので、一括して説明を受けたいと思いますが、如何でしょうか。 

委員      異議なし。 

委員長    それでは、この３件を一括して生涯学習課から説明をお願いします。 

生涯学習課長   議案第３９号周南市勝間ふれあいセンター条例施行規則の一部を改正する規則制定について、

議案第４０号周南市三丘徳修館条例施行規則の一部を改正する規則制定について及び議案第４

１号周南市高水ふれあいセンター条例施行規則の一部を改正する規則制定につきましては、同一

内容でございますので、一括してご説明申し上げます。 

提案理由につきましては、各号とも周南市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則

第２条第１２号によるものでございます。 
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議案書につきましては、２８ページから６０ページでございます。 

正誤表を配布しておりますので、そちらを説明させていただきます。内容につきましては、３

条例施行規則とも同じでございます。 

まず、２９ページにつきましては、使用料の「料」が抜けておりましたので、訂正させていた

だいております。 

３２ページにつきましては、「㊞」を追加させていただいております。これにつきましては、

皆さんご承知とは思いますが、１１月１日より周南市におきましても申請書等の押印の省略とい

うことで、使用許可申請書等におきましては、押印を廃止することとしておりますが、今回の還

付につきましては、権利義務が発生するということで「㊞」を追加させていただいております。 

３３ページにつきましては、使用料の「料」が抜けておりましたので、訂正させていただいて

おります。 

３８ページにつきましては、「㊞」を追加させていただいております。 

あと、議案第４０号、議案第４１号の訂正箇所につきましても、今申しましたものと同様でご

ざいます。よろしくお願い申し上げます。 

続きまして、今回の改正理由でございますが、公民館利用団体の多くが定期的な利用であり、

なおかつ使用申請書の提出時に使用料減免申請書も同時に提出していただいておりました。 

このため、利用者の利便性を考慮して、一枚の申請書でまとめて申請できるようにするために、

使用料減免申請につきましても、同一申請書で手続きができるように簡素化するものでございま

す。 

以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

委員長   何か質問がございますか。 

松田委員  許可等は教育長になっていますが、還付の場合は、宛先が市長になっているのですが、何

か理由があるのでしょうか。 

生涯学習課長  納付関係という金銭の権利が発生するものに関しましては、市長とさせていただいております。 

委員長   よろしいでしょうか。 

それでは、議案第３９号から議案第４１号の３件を一括して決定いたします。 

続いて、日程第７、議案第４２号「平成２６年度（平成２５年度対象）教育委員会の点検・

評価報告書の提出について」を議題とします。 

この件について、教育政策課から説明をお願いします。 

教育政策課長   議案書６１ページ、議案第４２号「平成２６年度（平成２５年度対象）教育委員会の点検・

評価報告書の提出について」ご説明いたします。 

            これは、周南市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則第２条第２０号の規定

により、教育委員会の活動状況の点検・評価に関することについては、教育委員会の権限と

されておりますことから、お諮りするものでございます。 

それでは、議案書の別冊「平成２６年度（平成２５年度対象）教育委員会の点検・評価報

告書」の 1ページをご覧ください。 

目次にありますように、この報告書は大きく４項目から構成されております。 

「１ はじめに」では、事務の点検及び評価の目的、教育委員会の概要、事務の点検及び

評価の手段等について、「２ 教育委員会の会議及び委員の活動」では、教育委員会の会議

の開催状況、審議・報告案件、及び教育委員会の委員の活動について、「３ 教育委員会の

主要施策」では、平成２５年度の教育委員会の主要施策として、周南市の教育で掲載してお
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ります課別の施策内容を、「４ 教育委員会の行政評価」では、周南市が行っている教育委

員会を含めた全事務事業の事務事業評価とともに、平成２５年度の行政評価におきましては、

まちづくり総合計画の基本計画の推進施策に着目した施策評価を実施しております。 

この内、教育委員会の推進施策や事務事業におきましても、この行政評価方針に基づき評

価を実施しており、この評価結果を示しているものでございます。 

更に、周南市議会では、市が実施している事務事業を市民の目線で評価し、その評価結果

をもって、次年度の予算編成に反映させるため、決算審査におきましても、議会における行

政評価を実施されております。教育委員会の事業につきましても、２事業が抽出され、事業

目的や成果等を検証する中から、今後の事業の方向性が示されており、これについても掲載

をいたしております。 

それでは、中身のご説明ですが、「１ はじめに」、「２ 教育委員会議及び教育委員会委

員の活動」、「３ 教育委員会の主要施策」につきましては、ご存じの内容ですので、説明を

省略させていただきます。 

１０ページの「４ 行政評価」についてございますが、⑴平成２５年度行政評価（事務事

業評価・施策評価）のうちの①の事務事業評価ですが、評価の方法につきましては、各事業

について、事務事業評価として、所管課の自己評価を参考に、第２次評価として、行政評価

委員会で２次評価を行い「政策調整会議」を経て、最終評価が決定されております。 

評価いたしました事務事業１１７事業において、各々Ａ～Ｄの評価をしており、計画通り

に事業を進めるＡ評価が１６事業、実施方法やコスト等を見直しのうえ継続するＢ評価が９

２事業、事業統合や外部委託等による大幅な見直しをするＣ評価が８事業、休止や廃止の検

討をするＤ評価が１事業となっております。各事業ごとの評価につきましては、１１ページ

から１３ページの右側にあります最終評価の欄に示しております。 

この内、Ｄ評価の１事業につきましては、１２ページ５０番の「富田中学校敷地整備事業

費」ですが、この事業は平成２５年度で事業完了であることから、Ｄ評価としております。 

また、Ｃ評価の８事業につきましては、１１ページ６番の「幼稚園運営費」につきまして

は、幼稚園の再編整備を推進する必要があること、２０番の「大津島ふれ愛スクール事業費」

については、大津島中学校の生徒数の推移を考慮した事業展開が必要であること、１２ペー

ジ５７番の「教育施設ＡＥＤ設置事業費」については、事務の効率化のため市長部局の事業

と協議・統合の検討が必要なこと、７６番「子どもサポートプラン推進事業費」及び７７番

「学校支援地域本部事業費」については、類似事業との統合により効率的な事業展開を検討

すること、１３ページの９１番「大田原自然の家管理運営事業費」については、施設の老朽

化について今後の方向性の検討が必要であること、１００番の「高水ふれあいセンター管理

運営事業費」については、入浴施設について地元との協議が必要であること、１１０番の「民

族資料展示室管理運営事業費」については、新南陽の施設が老朽化しており、今後の方向性

の検討が必要であること、などの理由によってＣ評価という結果となっております。 

もう一度１０ページにお戻りいただきたいと思います。 

②の施策評価ですが、事務事業を実施することにより、まちづくり総合計画の基本計画に

示される施策の実現を目指しております。この推進施策について、施策評価を行っており、

評価におきましては、行政評価委員会が評価した推進施策の優先順位付けと、市長が選択し

た重点的に実施する事業を組み合わせて、施策実施の方向性を決定しております。 

教育委員会に係る１９施策について評価した結果、次年度において重点的に施策目標の達
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成に向けて取り組むものである「推進」の評価が９件、また現行の推進体制の中で工夫をし、

目標の達成に向けて取り組むものである「現状どおり」の評価が１０件となっております。 

推進施策ごとの評価につきましては、１１ページから１３ページの右端の施策評価の欄に

示しております。 

１４ページをお願いいたします。 

今、お話ししました事務事業評価や施策評価は、内部での評価になりますが、市議会が実

施した行政評価は、外部評価に相当するものと考えております。 

教育委員会の事業としては、示しております「幼稚園運営費」と「大田原自然の家管理運

営事業」が抽出され、評価が実施されましたが、評価としては、いずれも、「２」の現状維

持という評価となっております。 

「幼稚園運営費」につきましては、再編整備の推進と施設の耐震化や老朽化について検討

の必要があることが指摘され、「大田原自然の家管理運営事業」については、施設の老朽化

と背後地が土砂災害警戒区域であるという現状であるが、施設の意義等も踏まえて、方向性

を示すべきとの指摘がなされております。 

この評価につきましては、はじめにの中で、記載しておりますように地方教育行政の組織

及び運営に関する法律に基づき行っておりますが、その目的とするところは、教育委員会が

自ら活動状況の点検・評価を行い、その報告書を議会に提出し、公表することで、市民への

説明責任を果たしながら、より効果的な教育行政を推進しようとするものでございます。従

いまして、この評価結果をしっかりと踏まえて、教育行政に当たりたいと考えております。 

なお、この報告書は本日の教育委員会で決定いただいた後、１２月議会に提出し、議員の

皆さんへ配布することといたしております。 

以上で、議案第４２号の説明を終わります。よろしくご審議・ご決定のほど、お願いいた

します。 

委員長    何か質問がございますか。 

松田委員  昨年度の評価で、「大田原自然の家管理運営事業」は、委員会評価が「Ｄ」になっており

ましたが、今年度は「Ｃ」になっていますが、その理由が判れば教えてください。 

生涯学習課長   今、友弘次長からも説明がございましたとおり、大田原自然の家につきましては、旧中須小

学校大田原分校の校舎と講堂を利用させていただいており、かなり施設については老朽化して

おります。また、背後地が土砂災害警戒区域ですので、今回、広島安佐で悲惨な事故もありまし

たので、そういったことも鑑みますと、一つの考え方として、そういった危険区域だから全て廃

止だという考えもあると思います。そうはいいましても、ボランティアの数もかなりいらっしゃ

います。ログハウスや入浴施設等については、ほとんど地元の青年団や体験される活動団体によ

って手作り、ボランティアで建築されております。行政が関わっております所は、先程申しまし

たように旧大田原分校の校舎と講堂だけで、他はボランティアでやっていただいております。気

持ち的には危険だなと思いながらも、子供の体験学習については素晴らしいところだという認識

を持っていますので、どういった形が一番いいのか、安全面をどう考えるかという点で苦慮して

おり、揺れ動いるのが実状でございます。 

幸いにして議会からは、よく考えろと言われておりまして、教育委員会としては「Ｄ」評価と

したところではございますが、議会の方からは現状維持で頑張れよという形で「Ｃ」評価に変わ

ったのではないかと認識しております。 

委員長    これにかかわることで、他によろしいでしょうか。 
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月谷委員   私も同じ質問をさせていただこうと思っていました。危険区域でこのまま続けることに尐

し違和感があります。実際に行ったこともありますが、急斜面です。この度の土砂災害でも、

雨が降った時ではなく、その後のちょっとした小雨でもという報道が何度もありましたけど、

雨が上がったからじゃあ行きましょう。行ったのは良いがということが起きなければいいが

なと心配しています。 

生涯学習課長   大田原のロケーションは、野外体験に打ってつけの場所なんですが、委員が言われたような危

惧があるという形で大変苦慮しているというところでございます。 

委員長    素晴らしい施設ですので、何とかいい方向に進めていただければと思います。 

その他に何か質問がございますか。よろしいでしょうか。 

それでは、議案第４２号を決定いたします。 

その他に何かございませんでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

それでは、以上で、平成２６年第１１回教育委員会を終了いたします。 

 

 

署名委員 

        松田 敬子 委員                  

 

        片山 研治 委員                  


